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初めに 

n 型半導体の ZnO 上に p 型半導体の La(Sr)MnO3を積層す

ることによって、磁場や温度で大きく変調できる p-n 接合の

実現を目指している。接合特性は薄膜の配向性に依存するた

め、今回は、LSMO/ZnO積層膜のサファイア基板上での相互

配置を含めて面内配向性と物性評価について報告する。 

実験方法 

イオンビームスパッタによって各種基板（MgO、LAO、STO、

サファイア（SP））上にZnO下層膜を堆積した。そして、ZnO

下層膜上にLSMO上層膜を堆積した。堆積中は、酸素分子

（ML）または酸素プラズマ（PL）を酸素分圧(Po)1.0-3.0 

mTorr で供給し、基板温度Tsは400-750℃の範囲で変化させ

た。薄膜評価はXRDのθ-2θ 測定よって、まず面直配向性を調

べた。次にIn-plane XRD および極点測定を行って面内配向を

明らかにした。また、単層膜と積層膜の光学的性質、電気的

性質、磁気的性質を調べた。 

結果と考察 

LSMO/ZnO/SPの in-plane逆格子空間マップを図１と図２に

示す。２つの試料の結果から、サンプル Aでは、LSMO(111)

配向粒子の対角 γ 軸と ZnO(001)の a 軸が平行である

[1-10](111)LSMO//[11-20](001)ZnO<D-mode>配向、サンプル B

では、LSMO(111)-γ 軸と ZnO(001)-a 軸が 30°ずれている

[1-10](111)LSMO//[10-10](001)ZnO<C-mode>配向しているこ

とがわかり、それらの相互配置関係を図３に示す。そのよう

に配向する理由として、表面エネルギーや界面エネルギーだ

けでなく、粒界エネルギーも原因していると考えている。サ

ンプル A は粒界エネルギーより界面エネルギーが低く、サン

プル B は、粒界格子マッチによって、界面エネルギーよりも

粒界エネルギーが低くなっていると思われる。さらにサンプ

ル B は LSMO(111)相の割合が A よりも高い。現在、格子マ

ッチング計算で確認中である。 

Fig. 2. LSMO/ZnO/SP (sample-A) の逆格子空

間マッピング 

Fig. 2. LSMO/ZnO/SP (sample-B) の逆格子空

間マッピング 

Fig. 3. LSMO/ZnO/SP (sample-A, -B) の

LSMO(110)と LSMO(111)粒子の

相互配置 
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